
スキルス・ラボのご案内

巻頭言　センター長の紹介1

副センター長の紹介2

2023年9月4日、医歯薬学共創プラザ（歯学部校舎西側）1～3階に徳島大学ス
キルス・ラボが移転しました。総面積1,627㎡と旧スキルス・ラボの約2.7倍の面
積を有しています。各部屋に目的別にシミュレータ―が配置され、広い空間で学
ぶことが可能になりました。基本的なタスクトレーニングから、臨床現場に近い
状況を設定して学ぶシミュレーショントレーニング、実習、技能試験、講習会など
に、幅広く活用することができます。どうぞお気軽にご相談ください。

徳島大学 大学院医歯薬学研究部 医療教育開発センター
徳島大学 スキルス・ラボ
〒770-8503 徳島市蔵本町3-18-15
Tel.088-633-7533（内9631）
E-Mail：skills-labo@tokushima-u.ac.jp

スキルス・ラボ物品一覧
https://study.ait231.tokushima-u.ac.jp/
tsos/item_catalogue/index.php

スキルス・ラボ予約システム
https://study.ait231.tokushima-u.ac.jp/
tsos/login.php

医療教育開発センターHP
https://www.hbs-edu.jp

徳島大学の職員であれば、どなたでもID/Passを取得し、スキ
ルス・ラボの部屋・物品を利用できます。徳島大学学生、学外の
方は窓口で直接申し込みになります。医療教育開発センターま
でお問い合わせください。
スキルス・ラボオーダリングシステムは、学内ネットワークに接
続された環境からのみご利用いただけます。学外からはアクセ
スできませんので、ご了承ください。
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西田　憲生　医療教育開発センター長
　医療教育開発センターは、高度な専門性を備えた医療人と、優れた生命科学研究者の育成を目的として活動しています。徳島大学
は、医療系全領域の教育・研究・診療組織が一つのキャンパスに集約されているという稀有な強みを有しています。本センターはこの
利点を最大限に活かし、医療系３学部・５大学院研究科および徳島大学病院と緊密に連携しながら、組織横断的な医療系教育を推進
しています。こうした連携体制を基盤として、変化し続ける医療環境に対応するため、高校から大学、さらには卒前・卒後に至る「縦断
的教育」と、多職種連携による「横断的教育」を統合的に展開しています。大学院教育においては、e-learningや英語プログラム、
Tokushima Bioscience Retreatなどを通じて、研究力と国際性の向上を支援しています。学部教育では、チーム医療入門や学部
連携PBLチュートリアルを基盤とした専門職連携教育を段階的に実施するとともに、スキルスラボを活用したシミュレーション教育
の充実に努めています。また、模擬患者の方々の協力を得て、医療面接や対人関係能力を育むコミュニケーション教育にも注力して

います。さらに、徳島大学病院と連携した卒前卒後一貫の教育プログラムや、理工学部等との連携による医光融合人材育成にも参画しています。2023年に医歯
薬学共創プラザへ移転したスキルスラボは、利便性の向上とともに利用実績も増加しており、今後もさらなる教育環境の整備を進めてまいります。今後も、蔵本
地区の特色ある環境を活かし、領域の枠を超えた次世代の医療人育成に邁進するとともに、患者中心の医療を実践できる人材の育成に努めてまいります。皆様
の温かいご指導とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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　外科専門医の経験を生かして、初年次から高学年・初期研修・専門教育から生涯教育まで、医学、歯学、薬学問わず、学部横断的にシームレ
スな医療教育に携わっております。また、他職種連携教育や新しいシミュレーション教育、シミュレータなどを研究・開発・実践して、臨床現場に
即した理論と実践をわかりやすく、楽しく、しっかりと学ぶことができる充実した実習ができるように努めています。
　今年度から新体制になりますが、全力で支えてより充実した医療教育を提供できるように努めてまいります。

岩田　　貴　教養教育院 創成科学教育分野 教授

髙橋　　章　大学院医歯薬学研究部 医学域栄養科学部門 予防環境栄養学分野 教授
　徳島大学大学院医科栄養学研究科では、医学を基盤とした栄養学・生命科学研究を推進し、高度専門人材の育成に取り組んでいます。栄養
学分野で指導的役割を担う管理栄養士と教育・研究者を養成し、社会に貢献してまいります。

谷岡　哲也　大学院医歯薬学研究部 保健学域保健科学部門 看護管理学分野 教授
　保健科学研究科では、高度な専門性と国際的な視野を兼ね備えた「知のリーダー」を輩出しています。博士前期課程では、がん専門看護師、
医学物理士、養護教諭専修免許、助産実践コースといった高度専門医療人の育成において確固たる地歩を築き、英語プログラムを通じて国際
的な研究の産声も次々と上がっています。また、博士後期課程が輩出してきた数多くの研究者、そしてシリマン大学やセントポール大学との共
同学位プログラムが生んだ国際的な博士たちの活躍は、私たちの誇りです。
　この豊かな教育の土壌をさらに耕し、次世代の医療を担う人材が世界へ羽躍できるよう、医療教育開発センターの発展に向けて、副セン
ター長としての職責を果たしてまいります。

北村　直也　大学院医歯薬学研究部 歯学域口腔科学部門 総合診療歯科学分野 教授
　昨年度から医療教育開発センターの一員となっております。多種職連携によるチーム医療を現場で実践してきた経験を活かして、歯学にお
ける専門職連携教育、スキルス・ラボを活用したシミュレーション教育、および模擬患者参加による医療コミュニケーション教育の充実に取り
組み、卒後臨床教育でもスキルス・ラボを活用しております。今後も医療教育開発センターのさらなる発展に努めて参ります。

立川　正憲　大学院医歯薬学研究部 薬学域薬科学部門 創薬理論化学分野 教授
　学部から大学院に至る一貫した医療専門職連携教育を基盤として、薬を取り巻く問題解決能力を備え、指導的役割を担う薬剤師、ならびに
創薬・操薬分野での高い研究能力を身につけた研究者・教育者の育成に取り組みます。ここ徳島の地から、我が国の創薬力及び臨床開発力の
一層の強化に貢献して参ります。
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臨床技能学習施設（スキルス・ラボ）Clinical Skills Laboratory(CSL)

医療人を目指す学生が相互理解を深め、将来円滑なチーム医療を行える基盤形成を目的として、蔵
本地区の１年生全員を対象としたWSが毎年開催されています。2025年度は対面にて開催しました。
テ　ー　マ：災害時に求められる医療者とは？―その役割と資質―
基　調　講　演：災害時の保健活動について
講　　　師：徳島県保健福祉部 地域保健統括官 梅田弥生先生
日　　　時：2025年9月30日(火)13：00～16：30
到　達　目　標：他者と協力してテーマについて討議（意見交換）し、プロダクトを作成できる。
 グループで討議した結果を、他のグループにプレゼンテーションできる。
 プレゼンテーションで得た情報を、仲間と共有することができる。
 今後の学習の在り方について新たな気づきを得ることができる。
参加学生数：405名（参加率95％）
 医学科107名、医科栄養学科51名、保健学科看護学専攻69名、
 保健学科放射線技術科学専攻36名、保健学科検査技術科学専攻18名、歯学科31名、口腔保健学科14名、薬学部79名

2025年度活動実績

Tokushima Bioscience Retreat
日　　程：2025年９月5日（金）
場　　所：オンライン開催（Zoom）
特別講演：「Dual Journeys:Nutrients in the Body, Me in the World」
講　　師：WIRIYASERMKUL Pattama先生（岩手大学 農学部 食料農学科 

食品健康科学 栄養分子システムズバイオロジー研究室 准教授）
担　　当：医科栄養学研究科（世話人：応用栄養学分野 瀬川博子教授）
参加人数：学生34名（うち研究発表者26名）教職員20名、特別講師1名
2025年度は台風の影響によりオンライン形式で開催されました。オンライン
形式での開催、長時間にわたるプログラムでしたが、活発な質疑応答が行われました。交流会は中
止となりましたが、発表の冒頭に自己紹介のスライドがあり、個性と地域色、そして国際的な視点に
富んだ自己紹介をしてくれました。

①低侵襲手術トレーニングプログラム
徳島大学では優れた外科医を養成する卒前卒後一貫教育として、各種
シミュレータを備えたスキルス・ラボ、生豚に対応したメディカルトレー
ニングラボ、未固定遺体に対応したクリニカルアナトミーラボを活用し
「未固定遺体とシミュレータ」を用いた新たな実践型内視鏡下低侵襲手
術トレーニングプログラムに取り組んでいます。医療教育開発センター
では岩田貴副センター長が中心となり、医学科臨床実習学生を対象に
高機能シミュレータを用いた腹腔鏡手術手技実習を行っています。

スキルス・ラボは徳島大学教職員の方はどなたでも利用でき、様々な実習や講習会、会議などに活用できます。

①第19回チーム医療入門～蔵本地区１年生合同WS

医療系学部による専門職連携教育創造力

協働力

省察力

シミュレーション教育
（ノンテクニカルスキル）

実践力

シミュレーション教育
（テクニカルスキル）

縦　軸
高大連携・教養・専門
卒後・生涯教育

専門職連携教育
横　軸

医療コミュニケーション教育
スキルス・ラボ、模擬患者

組織横断的大学院教育
クラスター、リトリート

研究科共通カリキュラム科目　e-learning運営支援
manaba(My mediasite)を活用し、８科目のコンテンツ撮影、編集、配信を支援しています。

組織横断型教育クラスターによる大学院教育支援
感染・免疫

発生・再生・遺伝
心・血管
脳科学

肥満・糖尿病
骨・筋とCa

クラスター 開催日・方法

2026.1.14.対面
2026.1.7.Web

2026.2.1.対面+Web
2026.1.24.対面
2026.2.6.対面
2026.2.27.対面

合計

院生
10
6
9
11
15
15
66

学部生
5
0
3
12
16
2
38

17
8
13
15
29
7
89

教員・
ポスドク 学外

1
0
2
3
2
1
9

計
33
14
27
41
62
25
202

ミニリトリート参加人数（人）

①コアセミナー開催支援(2025年度41回開催）
　各クラスターが主催する講演会をコアセミナーとして学内の大学院生に紹介しています。
　詳細：https://www.hbs-edu.jp/effort_category/education_support/cluster
②2024年度から高度医療人材養成拠点形成事業の採択を受け、「難病・希少疾患クラス
ター」が加わりました。
③クラスターそれぞれが開催するミニリトリート開催支援
　2025年度は対面、Webと対面のハイブリッド開催等、クラスター毎に企画・実施されま
した。

②研修医基本手技講習会（シミュレーション教育）
中心静脈穿刺、カ
テーテル留置（内
頸、鎖骨下、PICC）、
胸腔ドレナージ、腰
椎穿刺など研修医
に必要な基本手技
の安全な方法の習
得を目的として研修医基本手技講習会を実施しています。2025年度は徳島大学病院研修医をはじめ、徳島県
下の研修医が延べ110人参加しました。この研修は徳島県地域医療支援センター事業として行われています。

③シミュレータのご案内
教育・研究用にポケットエコーを３台と肺ファントムフル
セット・膀胱内尿量測定ファントムを購入しました。どうぞ
ご利用ください。

【膀胱内尿量測定ファントム】

【Aplio air】
(キャノンメディカルシステムズ)
【Vscan Air CL】
(ＧＥヘルスケア・ジャパン)
【ポケットエコー miruco CL5】
(日本シグマックス)

よくできた・とてもよかった できた・よかった どちらとも言えない
あまりできなかった・あまりよくなかった できなかった・よくなかった

学会・研究会
●Jargalsaikhan O, Shao W, Ichimura-Shimizu M, Ishimaru S, Koma T, Nomaguchi M, Chimeddorj B, Batchuluun K, Batbaatar G, Gankhuyag G, Gerelchuluun 
S, Irahara M, Akaike M, Tsuneyama K. Analysis of 69 Hepatocellular Carcinoma Cases from the National Pathology Center of Mongolia: A Comprehensive 
Study of Samples Collected Nationwide. J Med Invest 72 (1,2):  2025.

●Soriano K, Nakatani S, Onishi K, Ito H, Nakano Y, Takashima Y, Zhao Y, Blaquera AP, Tanioka R, Betriana F, Soriano GP, Yasahura Y, Osaka K, Kataoka M, 
Miyagawa M, Akaike M, Irahara M, Tanioka T. Development and Content Validation of a Person-Centered Care Instrument for Healthcare Providers. 
Nurs.Rep.2025,15,355.  https://www.mdpi.com/2039-4403/15/10/355

●Yamanaka R, Soriano K, Takashima Y, Onishi K, Zhao Y, BlaqueraAP, Tanioka R, Ito H, Nakano Y, Betriana F, Soriano GP, Yasuhara Y, Osaka K, Kataoka M, 
Miyagawa M, Akaike M, Irahara M, Schoenhofer S, Tanioka T. Development of Perceived Technological Competency as Caring in Healthcare Providers 
Instrument (TCCHI): A Modified Delphi Method. Healthcare 13:3003, 2025 https://doi.org/10.3390/healthcare13233003

●西田憲生、池田康将、赤池雅史.医学教育におけるLMSの利用状況と学修時間の変化：コロナ禍を契機とした学修環境の変化の分析 第57回日本医学教育学会大会、2025年7月25
日、秋田市
●船本雅文、山本高成、西田憲生、川田敬、佐藤智恵美、阿部真治、柳田俊彦、池田康将　医学部・薬学部合同薬理学ロールプレイ実習の学習効果と教育的意義の検討　第57回日本
医学教育学会大会、2025年7月26日、秋田市

●医学教育における LMS の利用状況と学修時間の推移　西田 憲生、池田 康将、赤池 雅史　第21回大学教育カンファレンスin徳島、2025年12月26日、徳島市

医学教育に関する研究実績（医療教育開発センター関係）

②第13回学部連携PBLチュートリアル
１年生合同WSに続く専門職連携教育として、患者シナリオを用いた学部連携PBLチュートリアル教育が行われています。2025年度は
対面形式で、多学科学生が混在するグループにわかれてWSを行いました。
日　　　時：2025年10月29日（水）8：45～12：00
目的／目標：患者シナリオをもとに複数の学部・学科学生が事前学修をもとにグループ討議を行い、全人的な視点から問題点の抽出
 と問題点相互の関連性、ならびに問題点の解決法を検討する。
  これによって他職種の役割を理解するとともに医療チームの調整方法について学び、チーム医療の実践の基盤となる能
 力、資質を身につける。
参加学生数：427名　出席率（96％）
 医学科４年生116名、医科栄養学科３年生50名、歯学科４年生35名、口腔保健学科３年生17名、薬学部４年生76名、
 保健学科看護学専攻４年生74名、保健学科検査技術学専攻３年生20名、保健学科放射線技術科学専攻４年生39名

第19回チーム医療入門WS実施後アンケート（回答数400 回答率99％）

全くそう思う
そう思う
どちらともいえない
そう思わない
全くそう思わない

今後の学修の在り方について新しい気づきを得ることができた

（実施後）他学科の学生と学ぶ機会は必要だと思いますか
（実施前）他学科の学生と学ぶ機会は必要だと思いますか

全体を通してこのWSは良かったと思いますか

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

他者と協力して討議しプロダクトを作成できた

【肺ファントムフルセット】
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研究発表会はどうでしたか
日頃の研究の成果を発表することはできましたか
他の分野の人と交流することができましたか
研究奨励制度（教員の審査）についてどう思いますか
特別賞（学生投票）についてどう思いますか

全くそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 全くそう思わない
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他の分野の人と交流できた
発表会は有意義だった

十分なディスカッション・意見交換ができた
今後の研究にとって役に立つヒントがもらえた
次年度以降も継続して開催したほうがよい

医療コミュニケーション
研修を受けた一般ボランティアの模擬患者と
TAが、医学科の基本的診療技能実習、医学
科OSCE、歯学科医療コミュニケーション演
習・試験、薬学部OSCE、医科栄養学科医療面
接等で活動しました。医学系OSCE公的化に
対応する認定標準模擬患者の養成も行って

おり、10名の認定標準模擬患者が臨床実習前OSCEに参加しています。 授業／試験 練習／研修会 新人養成 医／認定
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第13回学部連携PBLチュートリアル実施後アンケート（回答数424 回答率99％）
全くそう思う
そう思う
どちらともいえない
そう思わない
全くそう思わない

医療チームを構成する他職種の役割と仕事の内容について理解する事ができた【他職種の理解】
専攻の専門性を活かしてグループワークに貢献できた【職種としての役割を全うする】
グループメンバーと協働して作業でき、意見の対立に適切に対応できた【関係性に働きかける】
自分が目指す医療職種の仕事の内容、役割について新しい気づきがあった【自職種を省みる】
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スキルス・ラボのご案内

巻頭言　センター長の紹介1

副センター長の紹介2

2023年9月4日、医歯薬学共創プラザ（歯学部校舎西側）1～3階に徳島大学ス
キルス・ラボが移転しました。総面積1,627㎡と旧スキルス・ラボの約2.7倍の面
積を有しています。各部屋に目的別にシミュレータ―が配置され、広い空間で学
ぶことが可能になりました。基本的なタスクトレーニングから、臨床現場に近い
状況を設定して学ぶシミュレーショントレーニング、実習、技能試験、講習会など
に、幅広く活用することができます。どうぞお気軽にご相談ください。

徳島大学 大学院医歯薬学研究部 医療教育開発センター
徳島大学 スキルス・ラボ
〒770-8503 徳島市蔵本町3-18-15
Tel.088-633-7533（内9631）
E-Mail：skills-labo@tokushima-u.ac.jp

スキルス・ラボ物品一覧
https://study.ait231.tokushima-u.ac.jp/
tsos/item_catalogue/index.php

スキルス・ラボ予約システム
https://study.ait231.tokushima-u.ac.jp/
tsos/login.php

医療教育開発センターHP
https://www.hbs-edu.jp

徳島大学の職員であれば、どなたでもID/Passを取得し、スキ
ルス・ラボの部屋・物品を利用できます。徳島大学学生、学外の
方は窓口で直接申し込みになります。医療教育開発センターま
でお問い合わせください。
スキルス・ラボオーダリングシステムは、学内ネットワークに接
続された環境からのみご利用いただけます。学外からはアクセ
スできませんので、ご了承ください。
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事務室

スキルス・ラボ
準備室・器具室2

EV

入口
医歯薬学共創プラザ

正面玄関

医療教育
開発センター
ミーティング室

101
（多目的全体講習スペース）

スキルス・ラボ

102
（頭頚部診察）

医
療
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー

教
員
室
3

医
療
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー

教
員
室
２

医
療
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー

教
員
室
１

医
療
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
室

医歯薬学共創プラザ 1階

（　）内は面積：㎡

スキルス・ラボ

302
（在宅ケアスペース）

スキルス・ラボ

301
（多目的
全体講習
スペース）

スキルス・ラボ

306
（VR実習室）
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（模擬病室）
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（模擬感染症病室）
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（54）（153）

医歯薬学共創プラザ 3階

西田　憲生　医療教育開発センター長
　医療教育開発センターは、高度な専門性を備えた医療人と、優れた生命科学研究者の育成を目的として活動しています。徳島大学
は、医療系全領域の教育・研究・診療組織が一つのキャンパスに集約されているという稀有な強みを有しています。本センターはこの
利点を最大限に活かし、医療系３学部・５大学院研究科および徳島大学病院と緊密に連携しながら、組織横断的な医療系教育を推進
しています。こうした連携体制を基盤として、変化し続ける医療環境に対応するため、高校から大学、さらには卒前・卒後に至る「縦断
的教育」と、多職種連携による「横断的教育」を統合的に展開しています。大学院教育においては、e-learningや英語プログラム、
Tokushima Bioscience Retreatなどを通じて、研究力と国際性の向上を支援しています。学部教育では、チーム医療入門や学部
連携PBLチュートリアルを基盤とした専門職連携教育を段階的に実施するとともに、スキルスラボを活用したシミュレーション教育
の充実に努めています。また、模擬患者の方々の協力を得て、医療面接や対人関係能力を育むコミュニケーション教育にも注力して

います。さらに、徳島大学病院と連携した卒前卒後一貫の教育プログラムや、理工学部等との連携による医光融合人材育成にも参画しています。2023年に医歯
薬学共創プラザへ移転したスキルスラボは、利便性の向上とともに利用実績も増加しており、今後もさらなる教育環境の整備を進めてまいります。今後も、蔵本
地区の特色ある環境を活かし、領域の枠を超えた次世代の医療人育成に邁進するとともに、患者中心の医療を実践できる人材の育成に努めてまいります。皆様
の温かいご指導とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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　外科専門医の経験を生かして、初年次から高学年・初期研修・専門教育から生涯教育まで、医学、歯学、薬学問わず、学部横断的にシームレ
スな医療教育に携わっております。また、他職種連携教育や新しいシミュレーション教育、シミュレータなどを研究・開発・実践して、臨床現場に
即した理論と実践をわかりやすく、楽しく、しっかりと学ぶことができる充実した実習ができるように努めています。
　今年度から新体制になりますが、全力で支えてより充実した医療教育を提供できるように努めてまいります。

岩田　　貴　教養教育院 創成科学教育分野 教授

髙橋　　章　大学院医歯薬学研究部 医学域栄養科学部門 予防環境栄養学分野 教授
　徳島大学大学院医科栄養学研究科では、医学を基盤とした栄養学・生命科学研究を推進し、高度専門人材の育成に取り組んでいます。栄養
学分野で指導的役割を担う管理栄養士と教育・研究者を養成し、社会に貢献してまいります。

谷岡　哲也　大学院医歯薬学研究部 保健学域保健科学部門 看護管理学分野 教授
　保健科学研究科では、高度な専門性と国際的な視野を兼ね備えた「知のリーダー」を輩出しています。博士前期課程では、がん専門看護師、
医学物理士、養護教諭専修免許、助産実践コースといった高度専門医療人の育成において確固たる地歩を築き、英語プログラムを通じて国際
的な研究の産声も次々と上がっています。また、博士後期課程が輩出してきた数多くの研究者、そしてシリマン大学やセントポール大学との共
同学位プログラムが生んだ国際的な博士たちの活躍は、私たちの誇りです。
　この豊かな教育の土壌をさらに耕し、次世代の医療を担う人材が世界へ羽躍できるよう、医療教育開発センターの発展に向けて、副セン
ター長としての職責を果たしてまいります。

北村　直也　大学院医歯薬学研究部 歯学域口腔科学部門 総合診療歯科学分野 教授
　昨年度から医療教育開発センターの一員となっております。多種職連携によるチーム医療を現場で実践してきた経験を活かして、歯学にお
ける専門職連携教育、スキルス・ラボを活用したシミュレーション教育、および模擬患者参加による医療コミュニケーション教育の充実に取り
組み、卒後臨床教育でもスキルス・ラボを活用しております。今後も医療教育開発センターのさらなる発展に努めて参ります。

立川　正憲　大学院医歯薬学研究部 薬学域薬科学部門 創薬理論化学分野 教授
　学部から大学院に至る一貫した医療専門職連携教育を基盤として、薬を取り巻く問題解決能力を備え、指導的役割を担う薬剤師、ならびに
創薬・操薬分野での高い研究能力を身につけた研究者・教育者の育成に取り組みます。ここ徳島の地から、我が国の創薬力及び臨床開発力の
一層の強化に貢献して参ります。
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